2016年7月31日～8月1日　東京都知事選挙
東京都知事選 小池百合子氏が初当選
NHK8月1日 1時52分
舛添前知事の辞職に伴う東京都知事選挙は３１日に投票が行われ、無所属の新人で元防衛大臣の小池百合子氏が、自民・公明両党などが推薦した次点の候補に１００万票余りの差をつけて初めての当選を果たしました。東京都知事に初めて女性が就任することになります。
東京都知事選挙は開票が終了しました。
▽小池百合子（無・新）当選、２９１万２６２８票。
▽増田寛也（無・新）１７９万３４５３票。
▽鳥越俊太郎（無・新）１３４万６１０３票。
▽上杉隆（無・新）１７万９６３１票。
▽桜井誠（無・新）１１万４１７１票。
▽マック赤坂（無・新）５万１０５６票。
▽七海ひろこ（諸派・新）２万８８０９票。
▽立花孝志（諸派・新）２万７２４１票。
▽高橋尚吾（無・新）１万６６６４票。
▽中川暢三（無・新）１万６５８４票。
▽山口敏夫（諸派・新）１万５９８６票。
▽岸本雅吉（無・新）８０５６票。
▽後藤輝樹（無・新）７０３１票。
▽谷山雄二朗（無・新）６７５９票。
▽武井直子（無・新）４６０５票。
▽宮崎正弘（無・新）４０１０票。
▽望月義彦（無・新）３３３２票。
▽山中雅明（諸派・新）３１１６票。
▽今尾貞夫（無・新）３１０５票。
▽内藤久遠（無・新）２６９５票。
▽関口安弘（無・新）１３２６票。

元防衛大臣の小池百合子氏が、自民党、公明党、日本のこころを大切にする党が推薦する元総務大臣の増田寛也氏や、民進党、共産党、社民党、生活の党が推薦するジャーナリストの鳥越俊太郎氏らを抑えて初めての当選を果たしました。東京都知事に初めて女性が就任することになります。
小池氏は兵庫県出身の６４歳。エジプトのカイロ大学を卒業後、テレビのニュースキャスターなどを経て、平成４年の参議院選挙で当時の日本新党から立候補して初当選しました。翌平成５年に衆議院議員に転じ、今回、都知事選挙に立候補するまで８期連続で務めました。この間、日本新党から新進党、自由党、保守党を経て、自民党に移り、平成１５年、小泉第２次改造内閣で環境大臣として初入閣し、地球温暖化対策を進めるため「クールビズ」の旗振り役を務めました。平成１７年の衆議院選挙では、郵政民営化に反対する候補のいわゆる「刺客候補」として選挙区を地元の兵庫県から東京１０区に移して立候補し、当選しました。平成１９年には、第１次安倍内閣で防衛大臣に就任し、防衛庁時代を含めて女性で初めて防衛省のトップに立ちました。
今回の都知事選挙では、自民党が増田氏の支援を決める中、小池氏は、東京都連に出していた推薦願を取り下げて立候補し、事実上の分裂選挙となりました。小池氏は、政党の推薦を受けず、親交のある一部の自民党の国会議員や、みずからが地盤とする豊島区や練馬区の区議会議員らの支援を受けました。
選挙戦で、小池氏は、都知事が２代続けて政治とカネの問題で任期途中で辞職したことを踏まえ、しがらみのない政治を実現させるとして「都の政策決定過程を透明化する」と訴えました。また、オリンピック・パラリンピックに関連する予算の見直しや、待機児童の解消、それに、環境に配慮した都市づくりなどに取り組むと訴えました。
その結果、所属する自民党や、特定の支持政党を持たない無党派層などから幅広く支持を集め、初めての当選を果たしました。
東京都選挙管理委員会によりますと、今回の東京都知事選挙は、投票率が５９．７３％となり、前回、２年前の投票率を１３．５９ポイント上回りました。
これは、衆議院選挙と同じ日に行われた前々回、４年前の選挙の６２．６０％に次いで、平成に入って２番目に高い投票率でした。
都知事に小池氏＝女性初、増田・鳥越氏に大差【都知事選】
　舛添要一前知事の辞職に伴う東京都知事選が３１日投開票され、無所属で新人の小池百合子元防衛相（６４）が、増田寛也元総務相（６４）＝自民、公明、こころ推薦＝、野党４党統一候補でジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）＝民進、共産、社民、生活推薦＝ら無所属や諸派の新人２０人を破り、初当選を果たした。初の女性都知事として、混乱した都政の立て直しに取り組むとともに、２０２０年東京五輪・パラリンピックの開催準備を急ぐ。
　確定投票率は５９．７３％（前回４６．１４％）だった。
　小池氏は自民党前衆院議員で、同党の制止を振り切って出馬。政党や組織に頼らない「しがらみのなさ」を前面に打ち出し、増田、鳥越両氏との三つどもえの争いを制した。与党は１０日の参院選で大勝した直後に水を差された格好だ。野党側は「保守分裂」の好機を生かせず、民進党では共闘路線の反対派が勢いを増す可能性がある。
　小池氏は豊島区内の事務所で、都議会との関係について「都民のために何をすべきなのかを最優先に考え、政策の実現のために連携を取りたい。ただ混乱というのではなく、都民優先で考えれば、おのずと答えが出てくる」と述べた。
　小池氏は選挙戦で、都議会最大会派の自民党との対決姿勢をアピール。舛添前知事の高額な海外出張費や公用車の私的利用などの公私混同問題に多くの批判が寄せられたことから、都政の透明化や行財政改革を訴えたほか、知事報酬の半減などを公約に掲げた。
　増田氏は、自民、公明両党の支援を受けた組織的な選挙戦を展開。官僚ＯＢで岩手県知事も務めた豊富な行政経験を訴え、都政の信頼回復を呼び掛けたが、小池氏との保守分裂が集票に大きく影響した。
　鳥越氏は、都知事の立場で脱原発や憲法改正反対を訴える姿勢を強調。告示直前、支持層が重なる元日弁連会長の宇都宮健児氏（６９）が出馬を取りやめ、候補一本化が実現したが、及ばなかった。
　今回の都知事選には過去最多の２１人が立候補。選挙戦では舛添氏、その前任の猪瀬直樹氏と２代続けて都知事が政治とカネの問題で辞職したのを受け、知事の資質やクリーンさがテーマとなった。政策面では、待機児童の解消や東京五輪への対応などが論点となった。
◇東京都知事選当選者略歴
　小池　百合子氏（こいけ・ゆりこ）カイロ大文卒。ニュースキャスターなどを経て９２年参院議員に初当選。９３年衆院議員にくら替えし、環境相や防衛相を歴任。都知事選出馬に伴い連続８期目の衆院議員を失職。６４歳。兵庫県出身。当選１回。　（時事通信2016/08/01-00:29）
都知事に小池氏…初の女性、増田・鳥越氏に大差

読売新聞2016年08月01日 01時40分



当選確実となり、バンザイする小池百合子氏（７月３１日午後８時１４分、東京都豊島区で）＝田村充撮影

　東京都知事選が３１日、投開票され、政党の支援を受けない新人で無所属の小池百合子・元防衛相（６４）が、自民、公明、こころの３党の推薦を受けた増田寛也・元総務相（６４）、民進、共産、社民、生活の野党４党の推薦を受けたジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）らを大差で退け、当選を決めた。

　女性の都知事は初で、女性の知事は全国で７人目。小池氏は、２０２０年東京五輪・パラリンピックの準備などを急ぐ。

　小池氏はこの日午後８時過ぎ、豊島区西池袋の事務所で勝利宣言。「待機児童や介護の問題を責任を持ってやりたい。首都直下地震で被害を最小限にする方法を考えたい」と都政運営に向けた抱負を語った。

　小池氏は、政治資金の私的流用問題などの批判を受けた舛添要一前知事が６月１５日に辞職願を出すと、主要３候補の中では最も早い同２９日に出馬を表明した。遊休空間を利用した保育・介護施設の整備などを政策に掲げた。

　所属する自民党東京都連に推薦を依頼したが、都連が増田氏の擁立に傾くと推薦依頼を撤回し、一転して同都連を「ブラックボックス」などと批判。保守分裂選挙となる中、「組織対個人」という対立の構図を打ち出し、無党派層を中心に支持を広げて、自民党支持層からも票を取り込んだ。

都知事選 　都知事に小池氏　女性初、増田氏らに大差
毎日新聞2016年8月1日　東京朝刊
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　舛添要一氏の辞職に伴う東京都知事選は３１日投開票され、元防衛相の小池百合子氏（６４）が、元総務相の増田寛也氏（６４）＝自民、公明、こころ推薦＝やジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）＝民進、共産、社民、生活推薦＝らを大差で破り、初当選を果たした。初の女性都知事が誕生した。都知事が３代続けて任期途中で辞職しており、保育所待機児童や高齢化、防災など首都が抱えるさまざまな課題に有効な対策が講じられていない。小池氏には混乱した都政の立て直しが求められる。投票率は５９・７３％（前回４６・１４％）。 
　この５年余で４回目となる今回の都知事選には史上最多の２１人が立候補した。小池氏が所属する自民党は増田氏を推薦して１９９９年以来の分裂選挙となり、野党４党は統一候補として鳥越氏を擁立。国政の対立構図が持ち込まれたが、有権者は政党の支援を受けない小池氏を選択した。 
　小池氏は選挙事務所で「結果の重みを感じながら、都政にまい進していく。これまでにない都政を進めたい」とあいさつした。 
　舛添氏の辞職から告示まで時間がなく政党の候補者擁立が混迷する中、衆院議員だった小池氏は主要候補者でいち早く手を挙げた。候補者選定を自民党都連幹部に一任する方針に反したと都連側は反発したが、小池氏は対決姿勢を鮮明にして都連や自民党都議の批判を展開した。不信任案可決を踏まえた「都議会冒頭解散」を公約とし、選挙戦では「東京大改革」「たった一人の戦い」を強調した。 
　政策では遊休空間の活用による待機児童の解消、２０２０年東京五輪・パラリンピックをはじめとした都の事業を巡る利権の追及などを掲げた。シンボルカラーの緑色を身につけてもらう「参加型選挙」を演出して支持を広げた。 
　増田氏は告示３日前の７月１１日、正式に出馬表明した。「政治とカネ」の問題で著名人都知事が２代続けて辞職したことを踏まえ、建設官僚、岩手県知事、総務相の経歴をもとに「実務型」を強調した。他の主要２候補に劣る知名度を挽回しようと積極的に街頭演説を行い、持論だった東京一極集中是正への言及は避けた。自民、公明両党は幹部を応援に送り込み、増田氏支援徹底の文書を出して組織の引き締めを図ったが、及ばなかった。 
　鳥越氏は１２日に出馬表明し、参院選で共闘した民進、共産、社民、生活の野党４党が統一候補として支援を決めた。知名度から表明直後は大きな注目を集めたが、出遅れで選挙戦序盤は十分な政策を提示できず、当初の「がん検診１００％」から終盤の「原発ゼロ」へと重点を置く主張が変遷した。街頭演説も少なく、選挙戦が進むにつれて支持は伸び悩んだ。【篠原成行】 


東京都知事選確定得票数 
当　２，９１２，６２８　小池百合子＜１＞無新 
　　１，７９３，４５３　増田寛也　無新＝［自］［公］［こ］ 
　　１，３４６，１０３　鳥越俊太郎　無新＝［民］［共］［社］［生］ 
　　　　１７９，６３１　上杉隆　無新 
　　　　１１４，１７１　桜井誠　無新 
　　　　　５１，０５６　マック赤坂　無新 
　　　　　２８，８０９　七海ひろこ　諸新 
　　　　　２７，２４１　立花孝志　諸新 
　　　　　１６，６６４　高橋尚吾　無新 
　　　　　１６，５８４　中川暢三　無新 
　　　　　１５，９８６　山口敏夫　諸新 
　　　　　　８，０５６　岸本雅吉　無新 
　　　　　　７，０３１　後藤輝樹　無新 
　　　　　　６，７５９　谷山雄二朗　無新 
　　　　　　４，６０５　武井直子　無新 
　　　　　　４，０１０　宮崎正弘　無新 
　　　　　　３，３３２　望月義彦　無新 
　　　　　　３，１１６　山中雅明　諸新 
　　　　　　３，１０５　今尾貞夫　無新 
　　　　　　２，６９５　内藤久遠　無新 
　　　　　　１，３２６　関口安弘　無新 


小池百合子（こいけ・ゆりこ）　６４　無　新＜１＞ 
　［元］防衛相［歴］ニュースキャスター▽環境相▽自民党総務会長▽カイロ大
小池氏大勝　女性初の都知事に　自公推薦と野党共闘破る

東京新聞2016年8月1日 朝刊
　舛添要一前知事の辞職に伴う東京都知事選は三十一日投開票され、元自民党衆院議員で元防衛相の小池百合子氏（６４）が自民、公明両党の推薦候補と野党四党の統一候補に大勝し、初当選した。戦後の都知事は九人目で、女性は初めて。小池氏は「これまでにない都政、見たこともない都政を皆さんとともに進めたい」と勝利宣言。自公両党が推した前岩手県知事で元総務相の増田寛也（ひろや）氏（６４）が敗れたことで、安倍政権には打撃となった。

　小池氏は同日夜、池袋駅前（東京都豊島区）の事務所で会見し、二〇二〇年東京五輪・パラリンピックを巡って国や大会組織委員会と協議している開催費用の負担見直しに言及。「これまでのさまざまな合意事項があると思うが、（開催費用の）積算根拠をあらためて示してもらい、都民負担のあり方をもう一度、都民に明らかにしたい」と、情報公開を徹底する姿勢を示した。

	東京都知事選で当選が確実となり笑顔を見せる小池百合子氏＝３１日午後８時６分、東京都豊島区西池袋で（淡路久喜撮影）
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　保育所に入れない待機児童問題を重視する考えを強調。舛添要一前知事の公私混同問題を検証し、再発防止策を検討する組織を設置する意向も示した。八月五日（日本時間六日）に行われるブラジル・リオデジャネイロ五輪の開会式には参加しないものの、二十二日の閉会式は参加するとした。

　都知事選には過去最多の新人二十一人が立候補。自民党は、小池氏と増田氏＝自民、公明、こころ推薦＝との間で分裂選挙となり、自民、公明票が分散した。

　野党四党が統一候補として擁立したジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）＝民進、共産、生活、社民推薦＝は、改憲阻止など安倍政権との対決姿勢を示したが、出馬表明が告示二日前で準備不足が響いた。

　都選挙管理委員会が発表した確定投票率は５９・７３％となり、前回の４６・１４％を１３・５９ポイント上回った。七月十日に投開票された参院選の都内の投票率（選挙区５７・５０％、比例代表５７・４９％）も上回った。

　小池氏は兵庫県出身、カイロ大卒。一九九二年の参院選で、当時の日本新党から初当選。翌九三年に衆院（旧兵庫２区）にくら替えした。〇二年に自民党入りし、〇五年衆院選では郵政民営化反対組への「刺客」として、東京１０区（豊島区、練馬区の一部）へ。〇三年に小泉政権で環境相、〇七年には第一次安倍政権で防衛相を務めた。
小池知事誕生「都民が輝ける東京に」　女性政策「真ん前に」

東京新聞2016年8月1日 朝刊

　首都の顔に初めて女性が選ばれた。「これまでに見たこともない都政を」。三十一日の東京都知事選で初当選した元防衛相の小池百合子さん（６４）は満面の笑みで決意を表明した。二代続けて知事が辞めた「政治とカネ」の問題や東京五輪・パラリンピック、待機児童…。課題が山積する中、都政を刷新できるのか。有権者の期待を背負い、難しいかじ取りを迫られる。

　「積算根拠をあらためてお出しいただくことによって、都民の負担のあり方をもう一度、都民の皆さまに明らかにしていく」

　午後八時すぎに当選確実となった小池さんは、池袋駅前（豊島区）の事務所で報道陣の共同インタビューで五輪費用についてこう話し、透明度の高い「新しい都政」を強調した。

　二〇二〇年東京五輪・パラリンピックの費用圧縮に向け、国や都がこれまでに示している根拠を明らかにするとの考えは、選挙戦の演説でも繰り返し訴えた。インタビューでは「東京の大改革宣言をうたっているが、その一番のポイントは情報公開」ときっぱり。「都民の都民による都民のための都政を取り戻すため、五輪・パラリンピックの予算というのは一つの試金石になる」と語った。

　早々とテレビで当選確実が報じられ、小池さんはベージュのスーツ姿で事務所に登場。イメージカラーとした緑色のタオルで涙をぬぐいながら、集まった支持者らに何度も深々と頭を下げた。初の女性知事への期待を問われ、「女性政策はこれまで何度もうたわれてきたが、実際にはなかなか進んでこなかった。女性政策を真ん前に引き出すことによって、女性も男性も輝ける東京にしたい」。待機児童問題や介護、長時間労働の是正など働き方の見直しに取り組む考えを示した。

　「ＳＮＳを活用しながら、支えてくださる人の輪がどんどん広がった」。自民党の分裂選挙となり、組織の支援がないため、人波を求め繁華街や駅前で演説を重ね、ネット上に活動の様子や日程を載せた。「緑の品を持ってきてくれるよう呼びかけると、探したけどなかったからとゴーヤーを持って来られたり、楽しい選挙をさせていただいた」と笑顔で振り返った。

 

大勝の小池氏、自公をけん制　「不信任難しいのでは」

東京新聞2016年8月1日 朝刊
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　東京都議会（定数一二七）で、小池百合子氏を知事選で支援したのは、勢力順位六位の会派「かがやけＴｏｋｙｏ」（旧みんなの党、三人）だけ。増田寛也（ひろや）氏を推薦した自民と公明、鳥越俊太郎氏を支援した共産、民進などが大多数を占める都議会で、小池氏がどう理解を得ていくかが焦点になる。

　小池氏は選挙戦で、都議会との対決姿勢を打ち出したが、三十一日夜、当選後の会見で「都民のためになる政策の実現に向け、連携を取りたい」と説明。都議会の解散には議会側による知事不信任案の可決が必要だが、「これだけ多くの民意を得た私に不信任というのは、現実には難しいのではないか」とけん制した。

　自民党都連会長の石原伸晃経済再生相は三十一日夜、増田氏の支援者らに「完敗だった。力不足で申し訳ない」と述べた。公明党都本部代表の高木陽介衆院議員は、小池都政との関わり方について「都民の意思を尊重していくのが第一」と記者団に語った。

　小池氏の選挙戦は、自民の若狭勝衆院議員（比例東京ブロック選出）らが支援。政府高官は二十九日、小池氏らについて「反党的な行為だ」として除名処分を示唆しており、自民の対応が注目される。

　小池氏が、公約に掲げた知事給与の半減や独自の副知事人事には、議会の議決や同意が必要になる。次の都議会定例会は九月二十八日に開会予定で、その前に臨時議会を開くこともできる。来夏には任期満了に伴う都議選があり、小池氏が都議会で与党をどう築くか、手腕が問われる。

◆来夏都議選にらみ駆け引き

　都議会では、第一党の自民党と第二党の公明党が過半数を占め、主導権を握ってきた。大勝した小池百合子氏に、両党がどんな態度で臨むのか。来年夏の都議選もにらみ、駆け引きが展開されそうだ。

　都知事が政策を進めるには、予算案や条例案を議会で可決してもらう必要がある。ほぼ半世紀にわたって第一党を占める自民、それに同調してきた公明の存在は無視できない。このため、都の幹部が自公の有力都議を訪ねて政策判断を仰ぐなど、両党と官僚機構の事前調整によって物事が決まる風潮がある。

　その自公と対立した場合、都政が混乱する事例も。社会、共産両党の支援で当選した美濃部亮吉氏は少数与党に泣き、議会を「地獄」と呼んだ。無党派の風に乗って当選した青島幸男氏は、一議会で四十七もの条例案を否決された。

　しかし、議会側にも弱みがある。圧倒的な人気を誇る都知事が登場した場合、反対し続ければ議会が有権者の支持を失う恐れがあるからだ。石原慎太郎氏は初当選時、自公、民主、共産の支援候補を破った。単身で都庁に乗り込んだ形だが、ディーゼル車の排ガス規制など独自政策を打ち出す石原氏に自公が接近、最終的に与党となった。

　今の都議会は一年後の二〇一七年七月に任期満了を迎え、改選を控えている。自民は前回選で、候補者全員が当選する歴史的勝利だった。次回は議席を維持する守勢の選挙となることが予想される中、小池氏と対立するのか、接近するのかが焦点となる。
しんぶん赤旗2016年8月1日(月)

東京都知事選　鳥越氏が大健闘　野党と市民の共闘発展

　舛添要一前都知事が税金の公私混同、政治資金の不正使用問題で辞職したことにともなう東京都知事選が３１日、投開票され、野党４党の統一候補でジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）＝日本共産党、民進党、生活の党、社民党、生活者ネット推薦＝は大健闘したものの、及びませんでした。参院選で始まった野党共闘の流れは、首都・東京で三十数年ぶりの野党統一候補に実りました。当選は、前自民党衆院議員の小池百合子氏（６４）。安倍政権与党の自民、公明が推薦した増田寛也氏（６４）は落選しました。
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（写真）あいさつする鳥越俊太郎氏＝31日、東京都港区


当選は小池百合子氏

　鳥越氏は港区の選挙事務所で「どこでも演説に多くの方が集まってくださり、感謝しています。私の力不足がこの結果につながった」とあいさつ。「自公勢力に対抗するためには野党がまとまらなければダメだと思う。都知事選でも野党４党などのみなさんとの共闘で十分なたたかいができた。衆院選でも統一してたたかっていただきたい」と述べました。

　小池氏が雑誌対談で「核武装もあり得る」と発言したことにふれ、「怒りの気持ちがある。知事になられたあとの言動を監視したい」と述べました。

　民進党の松原仁都連会長は「民進、共産、生活、社民関係者、市民団体のみなさんの熱い支援に感謝し、先頭に立ってたたかった鳥越さんに敬意を申し上げる。これからもたたかい続けることを誓い合おう」と述べました。記者会見には、日本共産党の小池晃書記局長をはじめ、７人の国会議員が同席しました。

　鳥越氏は、「住んでよし、働いてよし、学んでよし、環境によし」の「四つのよし」を掲げ、大型公共事業優先の都政を転換し、税金の使い方を暮らし優先にと主張。都民の声に耳を傾け、待機児童ゼロ、特養ホーム入所待ちの「待機高齢者」ゼロ、原発ゼロの「三つのゼロ」の実現を訴えました。また、憲法９条を守り、非核都市宣言を行うなど平和と非核の旗を東京に掲げると訴えるなど、政策は日々進化し、支持を広げました。

　鳥越氏を推薦した野党５党は、幹部や国会議員、都議らが合同の街頭演説を行い、市区町村段階での共同も広がりました。多くの市民ボランティアが「みんなに都政を取り戻そう」を合言葉に、鳥越氏勝利のために連日、都内各地で対話や宣伝に大奮闘しました。

　小池百合子氏は、「核武装」発言などの改憲タカ派の本質を隠し、自民党都連との“対決”ポーズを演出。増田氏は安倍政権との連携を強調し、自民党主導の組織戦を展開しました。

　小池、増田両氏ともに、舛添都政の基本路線を継承するとともに、自民党が担いだ知事が２代続けて政治とカネの問題で途中辞職したことについて無反省な態度を示しました。

小池書記局長が記者会見

　日本共産党の小池晃書記局長は３１日夜、東京都港区の鳥越俊太郎事務所で、都知事選の結果について記者会見し、次のように述べました。

◇
　鳥越俊太郎さんは勝利できませんでしたが、大健闘されました。ご支援いただいた都民のみなさん、市民と野党の共闘のために尽力されたすべての関係者のみなさんに心から敬意を表します。

　鳥越さんは、「都民の声を聞く」姿勢を貫いて政策を発展させ、これまでの大型開発優先の都政を変える「四つのよし」（住んでよし、働いてよし、学んでよし、環境によし）と「三つのゼロ」（保育所待機児童ゼロ、特養待機高齢者ゼロ、原発ゼロ）、そして「東京非核都市宣言」という旗を掲げました。そして、戦後最悪の安倍政権の暴走をストップさせるという旗を掲げて選挙戦をたたかい抜きました。これらは、今後の都政と国政の転換の方向を示すものであり、たいへん大きな意義をもつものだと考えます。

　今回の選挙戦を通じて、首都東京で野党と市民の共闘が発展したことは極めて重要な意義があります。協力関係は、市町村段階まで多面的に発展しました。また、国政政策だけでなく都政政策でも政党間の一致点を広げていることは、今後の都民要求実現のたたかいにとっても大きな意味を持つものです。

　日本共産党は、今後とも、鳥越俊太郎さん勝利のためにたたかった多くの市民、政党のみなさんと力を合わせて、鳥越さんの公約、政策を実現するために力を尽くす決意です。

投票率５９・７３％　舛添氏問題など都政への関心高まる

東京新聞2016年8月1日 朝刊 
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　三十一日投開票された東京都知事選の投票率は５９・７３％。過去三番目に低かった二〇一四年二月の前回選挙の４６・１４％を、１３・５９ポイント上回った。前回は大雪の影響で有権者の出足が鈍ったのに対し、今回は舛添要一前知事の政治資金流用など公私混同問題や辞職を巡る報道もあり、都政への関心が高かったとみられる。

　十日投開票の参院選で、改憲勢力が三分の二を超えた直後の首都の顔選び。分裂選挙となった自民党に対し、民進党や共産党など野党四党が共闘する構図となり、国政にも影響を与えるとして注目を集めた。期日前投票も好調で、都選管によると、過去最高の約百七十万人が投票し、前回を約七十万人上回っていた。

　これまでの都知事選で、投票率が最も高かったのは革新系の美濃部亮吉氏が保守系を破って再選した一九七一年の７２・３６％。過去最低は、鈴木俊一氏が圧勝で三選した八七年の４３・１９％だった。

　近年は５０％台を推移することが多かったが、猪瀬直樹氏が当選した前々回一二年は、衆院選と同日選となったため６２・６０％と高かった。
都知事選 「組織」「後出し」不発　増田氏、低知名度響く／鳥越氏「準備不足も」
毎日新聞2016年8月1日　東京朝刊
増田氏低知名度響く 
　千代田区の増田寛也氏（６４）の選挙事務所では、午後８時にテレビで「小池氏当選確実」の一報が流れると、集まった支持者や都議らが険しい表情で画面を見つめた。 
　約２０分後、増田氏がグレーのスーツにネクタイ姿で事務所に現れると、支持者らは立ち上がり、大きな拍手で迎え入れた。 
　増田氏は硬い表情で「これだけ強力なみなさんのご支援をいただいたにもかかわらず、このような結果を招いたのはひとえに私の力不足。大変申し訳ありませんでした」と謝罪。支持者らからは「そんなことないよ！」と声が飛んだ。 
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落選が確実となり、支援者にあいさつをする元総務相の増田寛也氏＝東京都千代田区で２０１６年７月３１日午後８時２３分、竹内紀臣撮影
　増田氏は「今こそ都政に安定を、という訴えは都民のみなさんに届いたと思う。安定した都政を求める声は、広がっていくのではないかと思っている」と悔しさをにじませた。 
　最後に、「１７日間、暑い日も雨の日も一生懸命走り回ってくれたスタッフのみなさんに、お礼を申し上げたい」と締めくくると、「よくやった！」とねぎらいの言葉がかけられた。 
　自民、公明、こころの推薦を受けた増田氏は、菅義偉官房長官をはじめ自公の国会議員らが繰り返し応援演説を行うなど、徹底した組織戦を展開した。豊富な行政経験を訴え続けたが、知名度不足が響いた。【川畑さおり】 
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落選が確実となり、硬い表情でマイクを握るジャーナリストの鳥越俊太郎氏＝東京都港区で２０１６年７月３１日午後８時２０分、中村藍撮影
鳥越氏「準備不足も」 
　「小池氏当選確実」の速報が流れた約２０分後、鳥越俊太郎氏（７６）はやや疲れた表情で港区の選挙事務所に現れた。約２００人を前に「多くのご支援をいただきましたが、基本的には私の力不足」と声を振り絞った。 
　改憲勢力が３分の２を占めた参院選の結果を見て告示２日前に出馬を表明。告示後にホームページ上で公約を発表するという慌ただしい選挙戦になった。現職が出馬せず新人同士が争った過去４回の都知事選は最後に正式な出馬表明をした主要候補者が当選したが、今回「後出し」は奏功せず、敗戦の弁の中で「準備不足もあった」と認めた。 
　野党統一候補として、民進、共産、社民、生活の幹部らが連日応援に入り、序盤は優位に進めた。 
　しかし、他候補に比べて具体的な政策に乏しく、週刊誌で女性問題の疑惑が報じられると勢いが失速した。鳥越氏は「全く事実無根の週刊誌報道の影響もあったと思う」と振り返った。 
　鳥越氏は、知事となる小池氏に「効果がある政策をしなければ、また声を上げる」とクギを刺し、参院選から続いた野党共闘にも言及。「自公に対抗するためには野党共闘は必要で、次の衆院選でも続けてほしい」と話した。【柳澤一男】 
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争点ない選挙戦、他候補批判頻発 
　今回の都知事選は明確な争点が生まれず、主要３候補は分かりやすさやイメージを優先した選挙戦を展開した。他候補を攻撃する場面も目立った。 
　鳥越氏は、特別養護老人ホームを訪れるなど「現場目線のジャーナリスト」出身をアピールした。歌手や野党の女性国会議員らも街頭に立ち、無党派層や女性の支持獲得を目指した。選挙戦の途中からは「原発ゼロ」を強調するようになった。 
　官僚出身で、岩手県知事や総務相も務めた増田氏は「実務家」を前面に押し出した。一方で、ポロシャツ姿で原宿を歩くなど親しみやすさもアピール。自民党もタレントや元スポーツ選手の国会議員を動員し、知名度向上に躍起となった。 
　小池氏は自民党から推薦を得られない状況を逆手にとった。「たった一人の戦い」と繰り返し、同党に批判的な層の取り込みも狙った。選挙戦を通じて「シンボルカラー」とした緑色の鉢巻き姿で街頭に立ち、ビジュアル面も重視した。 
　終盤に入ると、他の候補者のイメージを低下させようとする発言も頻発した。自民党の２６日の集会では、元都知事の石原慎太郎氏が鳥越氏を「売国奴」、小池氏を「大年増の厚化粧」と皮肉った。これに対し、小池氏は２７日、街頭演説で「心ない男性の暴言があるから、日本では女性が苦労する」と反発した。 
　鳥越氏も街頭演説で増田氏を「東京電力の社外取締役だった人には原発ゼロなんて言えない」、小池氏を「雑誌の対談で『日本は核武装の選択肢も十分にあり得る』と言った」と非難した。【柳澤一男、川畑さおり、円谷美晶】 
東京都知事選 １００万票余の差で勝利 与野党に衝撃
NHK8月1日 4時05分
東京都知事選挙で、政党の推薦を受けなかった小池百合子氏が次点の候補に１００万票余りの差を付けて当選したことについて、与野党の間には衝撃が広がっています。事実上の分裂選挙を戦って敗れた自民党からは、小池氏との関係の構築を急ぐべきだという意見が出る一方、民進党内では「野党４党の連携の在り方が問われる」という意見が強まっていて、９月の代表選挙の争点になる見通しです。
３１日に行われた東京都知事選挙で、政党の推薦を受けなかった元防衛大臣の小池百合子氏が、自民党、公明党、日本のこころを大切にする党が推薦した元総務大臣の増田寛也氏や、民進党、共産党、社民党、生活の党が推薦したジャーナリストの鳥越俊太郎氏らを抑えて、初めての当選を果たしました。小池氏は増田氏に１００万票余りの差をつけて勝利したことから、与野党の間には衝撃が広がっています。
こうしたなか、自民党内からは、下村総裁特別補佐が「小池氏との対立を継続して、都政を混乱させることがあってはならない。小池氏に対しては是々非々で、東京都の発展にプラスになる施策には積極的に協力すべきだ」と述べるなど、まずは、４年後の東京オリンピック・パラリンピックの成功に向けて、小池氏との関係の構築を急ぐべきだという意見が出ています。ただ、増田氏を支援するという党の方針に反して立候補した小池氏の処分を求める意見も出ていて、今後、党内で議論が行われる見通しです。
一方、鳥越氏を支援した野党４党のうち、共産党、社民党、生活の党の３党は今後も連携を続けたい考えですが、民進党内では「４党の連携の在り方が問われる」という意見が強まっているほか、鳥越氏の擁立を主導した岡田代表ら党執行部の責任を問う声が出ています。このため、９月に行われる民進党の代表選挙では、次の衆議院選挙に向けた野党連携の在り方が争点の１つになる見通しです。
自民、小池氏との関係修復に期待　五輪見据え、幹部「戦略ミス」

共同通信2016/7/31 22:52

　自民党では31日、分裂選挙となった東京都知事選で、与党の推薦候補が自民党衆院議員だった小池百合子元防衛相に苦杯をなめる結果となり「完敗だ」（石原伸晃・党都連会長）と衝撃が走った。党幹部は「安倍政権の戦略ミスだ」と漏らした。一方、2020年東京五輪・パラリンピックを見据え、小池氏との関係を修復し、連携に期待する声も上がった。

　自民党の茂木敏充選対委員長は「誠に残念な結果だ」としながらも「新知事には都政の混乱を一日も早く収拾し、直面する課題の解決に力を尽くしていただきたい」とコメント。石原氏は推薦候補の事務所で「力不足だった。申し訳ない」と肩を落とした。

議会との関係が焦点に＝混乱続きの都政、どう再建－小池氏【都知事選】
　女性初の東京都知事として都庁に乗り込む小池百合子元防衛相（６４）。２０２０年東京五輪・パラリンピックの準備や少子高齢化への対応など多くの課題が待ち受ける中、注目されるのが都議会との向き合い方だ。選挙戦では最大会派である自民党との対決姿勢を鮮明にしていただけに、議会との関係をどう築くかが小池都政の行方を左右することになる。
新党の計画なし＝五輪予算「積算根拠を」－小池氏
　◇政治とカネ、切り込めるか
　小池氏は、自身への不信任が都議会から突き付けられた場合、議会解散に打って出る考えを示してきた。ただ、３１日夜に「当選確実」が報じられると、「これだけ多くの民意を得た私に、なかなか不信任というのは現実には難しいのではないか。議会とはしっかり連携し、都民に必要な政治をやっていきたい」と語った。公約に掲げた都政の透明化や行財政改革の実現などに向けても、議会との対話が大きな鍵となる。知事の途中辞職が３代続いた都政には、議会との衝突で新たな混乱を生む余裕はない状況だ。
　都議会での追及がうやむやに終わった舛添要一前知事の「政治とカネ」の問題をめぐっては、「公私混同は許されない。何が問題だったのかを検証する組織をつくりたい」と強調した。議会との関係が緊迫化する可能性もあるが、弱腰になれば都民の批判は免れない。
　◇五輪費膨張、問われる判断
　４年後に迫った東京五輪の関連では、開催費負担をめぐる国、大会組織委員会との調整が控えている。競技会場の整備を含め、当初７３００億円程度とされていた開催経費は、２兆～３兆円に膨れ上がるとも言われている。
　特に、組織委が受け持つ予定だった仮設施設は、資金不足から、都が一部負担する方向で検討が始まった。仮設施設の整備費は、当初見込みの約７２３億円の４倍に当たる約２８００億円に上るとの試算もある。五輪予算の適正化を公約に掲げた小池氏。経費をどこまで負担するのか、圧縮できるのか判断と手腕が早速問われる。
　◇待機児童、防災待ったなし
　都内で８４００人余に上る待機児童の解消も喫緊の課題。子育て世帯の都外からの流入や共働き世帯の増加を背景に保育ニーズは拡大し続けており、保育所不足になかなか歯止めがかからない。
　小池氏は「本気で予算を付け、場所や人の確保を進める」と述べ、空き家を小規模保育のスペースとして利用するとともに、保育士に住居として提供するアイデアも披露している。ただ、保育施設の条件を満たす空き家が都内にどれだけあるかを把握する必要があるなど、実現への道筋は不透明。早急に実効性ある解決策を見いだせるか、都民は注目している。
　首都直下地震への備えなど防災対策の強化も急務。木造住宅密集地域の防火対策や、９２万人分が必要となる帰宅困難者受け入れ施設の確保も進んでいない。小池氏は災害時に倒れた電柱が緊急車両の通行を妨げないよう無電柱化の加速化を訴えているが、減災に向けた取り組みのペースは遅い。危機感を持った対応が求められる。　（時事通信2016/07/31-21:53）
「申し訳ない」と鳥越さん＝野党共闘に今後も期待【都知事選】


東京都知事選で落選が確実な情勢となり、支援者にあいさつする鳥越俊太郎氏＝３１日午後、東京都港区
　午後８時２０分ごろ、硬い表情で現れたジャーナリストの鳥越俊太郎さん。「みんなに都政を取り戻す」と書かれた青いプラカードが飾られた会見場で、「私の力不足。期待を寄せてくれた人に申し訳ない」と頭を下げると、「よくやった」の声と拍手が起こった。
週刊新潮にも抗議文＝女性問題報道で－鳥越事務所
　告示２日前に、野党４党の統一候補として出馬を表明。「準備不足だったが、徐々に追い付いていった」と自己評価した。野党４党には「次の衆院選でも統一して戦ってもらいたい」と語った。
　一方、週刊誌で女性問題疑惑が報じられたことが尾を引き、出馬断念した宇都宮健児元日弁連会長からは応援を得られなかった。鳥越さんは「宇都宮さんの政策を反映したつもりだが、共に行動できなかったことは残念」と悔しさをにじませた。
　自身の今後については「チェックすべきことはチェックする」と述べ、ジャーナリストの立場から都政に目を光らせるとした。　（時事通信2016/07/31-22:08）
小池氏、「対決」演出で支持【都知事選】
　東京都民が新たなリーダーに選んだのは、都政の改革や透明化を訴えた元防衛相の小池百合子氏（６４）だった。舛添要一前知事の公私混同問題をきっかけに都政への不信感が高まる中、自民党前衆院議員でありながら都議会や同党との「対決姿勢」を巧みに演出する戦術で、支持を集めた。
　小池氏は、膨れ上がる２０２０年東京五輪・パラリンピックの開催費や、反対の声が消えない築地市場の移転をめぐり、「どこで誰が何を決めているか見えない」と批判。都政の意思決定に大きな影響力を持つ都議会与党の重鎮らをやり玉に挙げ、都議会の冒頭解散、都政の利権追及チーム設置などを打ち出した。
　こうして、「舛添氏の問題を解明できなかった都議会に、リスクを取って１人で立ち向かう女性」のイメージを構築。これまで「後出し」が有利とされた都知事選を終始リードし、勝ち抜いた。
　逆に自民党は完全に思惑が外れた格好だ。タレント性の高い都知事が２代続けて「政治とカネ」で途中辞職した事態を受け、行政経験が豊富な手堅い候補を担ぎ出したが、小池氏と対照的な「都議会にとって都合の良い人」とのイメージが付きまとってしまったようだ。
　ただ、小池氏にとっては今後、実際にどのように都政を運営していくか、手腕が問われることになる。子育て支援や介護の充実、東京五輪への対応など課題は山積しており、都議会との関係で時間を浪費すれば、再び都政の停滞を招きかねない。（時事通信2016/07/31-20:19）
新党の計画なし＝五輪予算「積算根拠を」－小池氏【都知事選】


東京都知事選で当選確実となり、万歳する小池百合子元防衛相（中央）ら＝３１日午後、東京都豊島区
　東京都知事選に勝利した小池百合子氏（６４）は３１日夜、来年の都議選に向け、「新党の計画は現時点で、ない」と述べた。２０２０年東京五輪・パラリンピック予算については、「積算根拠を改めて出してもらう。ポイントは情報公開だ」と指摘した。
議会との関係が焦点に＝混乱続きの都政、どう再建－小池氏
　舛添要一前知事の公私混同問題に関しては、「検証する組織をつくりたい。（同様の問題が）また起こらないためにはどうすべきかにも重点を置き、検証したい」と語った。
　また「都知事に選んでいただいた限りは、重要な時期なので出張は見合わせたい」として、８月５日（日本時間６日）に行われるリオデジャネイロ五輪の開会式は欠席する意向を示した。　（時事通信2016/07/31-22:00）
小池氏、無党派層にも浸透　女性初の都知事誕生
朝日新聞デジタル2016年7月31日23時57分

当選確実の報道を受けて万歳する小池百合子氏＝３１日午後８時１２分、東京都豊島区、北村玲奈撮影




　東京都知事選が３１日投開票され、元防衛相の小池百合子氏（６４）＝無所属＝が初当選した。いずれも無所属新顔の元総務相の増田寛也氏（６４）＝自民、公明、日本のこころを大切にする党推薦＝、ジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）＝民進、共産、社民、生活の党と山本太郎となかまたちなど推薦＝らを破った。小池氏が政党の枠を超えた幅広い支持を集めた。
　女性知事は全国で７人目、東京都では初めて。既成政党の支援を受けない都知事の誕生は、１９９９年に石原慎太郎氏が鳩山邦夫氏（民主推薦）、明石康氏（自民推薦）らを破って初当選して以来となる。
　投票率は５９・７３％で、都心に大雪が降った２０１４年の前回（４６・１４％）を大きく上回った。
　当選確実になった後、小池氏は「しがらみなく自由に発言し、広がりのある政策を訴えた。所属や政党の帰属を超えて、新しい東京を求める方々の声が大きかった。これまでにない、見たこともない都政を進める」と語った。
　都議会に対しては「冒頭解散」を唱えて対決姿勢を鮮明にしていたが、「議会のみなさまとはしっかり連携させていただき、都民に必要な政治をさせていただきたい」と述べた。
　２０２０年東京五輪・パラリンピックの開催費用が膨張し、増えた分の費用負担のあり方が問題になっていることについては、「積算根拠を改めて出していただく」とした。リオ五輪の開会式への出席は見合わせる考えを示し、「数々の諸問題に早速取り組んでいきたい」と話した。
　「政治とカネ」の問題で舛添要一前知事が任期途中で辞職したことに伴う選挙戦は、舛添氏を支援した自公両党が岩手県知事を務めた元官僚の増田氏を推薦。野党４党は次期衆院選もにらみ、統一候補として知名度の高い鳥越氏に一本化した。前自民党衆院議員の小池氏が政党の支援を受けず立候補し、１７年ぶりの「保守分裂選挙」となった。
　主要３候補で真っ先に立候補を表明した小池氏は、自民党に出した推薦依頼を取り下げて出馬。「東京の都連はどこで誰が何を決めているか不透明。ブラックボックスのようだ」と述べ、自民都連や都議会自民党を「敵」にみたてた。組織のしがらみがなく、信念を貫いて孤軍奮闘する改革者のイメージを強調。「東京大改革宣言」をキャッチフレーズに都政の透明化を打ち出した。
　選挙戦では、子育てや介護などの問題解決に女性の発想力が必要と訴えた。環境相時代に定着させた「クールビズ」の実績も挙げ、リーダーシップもアピール。自民党の国会議員らの支援は一部にとどまったものの、自民、公明両支持層のほか、野党の支持層も一部取り込み、多くの無党派層の支持を得た。
　建設省（現国土交通省）出身の増田氏は、実務経験と政策通をアピール。都民に関心が高い子育てについて、「就任して１カ月以内に地域別の待機児童解消プログラムをつくる」と公言。政府与党や首長との緊密な連携を掲げ、政策遂行能力を強調した。だが、知名度不足が響いて小池氏に後れを取った。党幹部も応援に入り、陣営がはがきや電話で支持層への浸透を図ったが追いつかなかった。自民都連が、党推薦の増田氏以外を応援した場合は除名などの処分対象になるとの通達を出したことに、自民支持者が反発。組織を固めることができなかった。
　鳥越氏は、告示２日前に立候補を表明。政界の外にいたことから「クリーンさ」をアピールし、市民団体や無所属の地方議員らも選挙戦を支えた。当初は準備不足もあり、政策について語ることが少なかったが、中盤以降は護憲や脱原発、非核都市宣言など国政の課題も掲げて野党支持層に訴えた。民進や共産などの党幹部も応援に入って追い上げをはかったが、支持層を固め切れず、無党派層の支持も広げられなかった。
　　　　　◇
　こいけ・ゆりこ　テレビキャスターとして活躍後、１９９２年の参院選で日本新党から立候補して初当選。新進、自由、保守の各党を経て、２００２年に自民党入りした。環境相として「クールビズ」を提唱。防衛相時代には当時の事務次官と対立し、２カ月で退任した。１０年には、女性初の自民党三役として総務会長に就いた。
巧みな戦術、小池氏に支持　都民の期待は「透明な都政」
朝日新聞デジタル2016年8月1日00時19分

当選確実の報を受け、支援者から花束を受け取る小池百合子氏＝３１日午後８時６分、東京都豊島区、北村玲奈撮影
　国政の与野党対決の構図が持ち込まれた東京都知事選を、政党の支援を受けない小池百合子氏（６４）が制した。巧みな選挙戦術で幅広い有権者の支持を集め、女性として初の都知事に就く。五輪や待機児童問題など課題は山積している。都民からは透明でしがらみのない都政を期待する声が上がった。
　「これまでにない選挙戦。支える人の輪が本当に広がっていった。感謝を申し上げます」。３１日午後８時すぎ、当選確実の知らせを受け、小池百合子氏は東京都豊島区の事務所で両手を掲げて拍手に応えた。所属してきた自民党の支持者に加え、幅広い層に支持を広げた勝利だった。
　６月２９日にいち早く立候補を表明。当初は自民党に推薦を求めたが、党都連が増田寛也氏（６４）の擁立に傾くと、一転して「都連は改革が必要だ」などと批判。推薦依頼を取り下げて対決姿勢をとった。
　党都連は党推薦の増田寛也氏以外を応援した場合に除名を含む処分の方針を示したが、強硬な引き締め策が小池氏の追い風に。同党の若狭勝衆院議員や地元の豊島、練馬両区の同党区議らが「除名覚悟」で支援すると、「『弱い者いじめは許せない』と支持が広がった」（陣営関係者）。
　選挙戦では「女性リーダー」のイメージを前面に出し、「東京大改革」を掲げた。舛添要一前知事が公私混同疑惑などで辞職したことを踏まえ、都政の透明化をアピール。「女性活躍のために」と待機児童解消を訴え、都有地を活用した保育所増設などを主張した。２階建て通勤電車の導入や残業ゼロ、首都直下地震に備えた無電柱化、ペット殺処分ゼロのほか外国人参政権の導入反対なども訴えて保守層の支持拡大も図った。
　陣営は無党派層への浸透を重視。告示直後からフェイスブックなどのＳＮＳでイメージカラーの緑色を身につけた支援活動を呼びかけると、街頭演説では日を追って緑色のタオルなどを持って聴き入る有権者が増えた。支援した区議は「自分たちのやり方で戦ったのが良かった」。
　「党や組織を超えて参加いただき、勝利につながった」。小池氏は当選を決めた後のインタビューで語り、同党都議らとの今後の関係について「都民ファーストで考える」と述べ、改善への転換を示唆した。
　選挙期間中、増田氏支持の石原慎太郎・元都知事が「厚化粧の女」と発言。これに反発した女性に支持が広がったのではないか、とテレビのインタビューで問われると、「エールをいただいた結果になった」と答えた。
　「舛添さんの問題について、何が問題だったのか、検証する組織を作りたい」と表明した小池氏。支持者に強い口調で言った。「楽しい選挙だった。結果の重みを感じながら、しっかりと都政に邁進（まいしん）したい」
■投票した人は…
　政党推薦のない小池百合子氏に無党派層や与野党支持者ら幅広い一票が集まった。
　支持政党はないものの、７月の参院選で自民候補に投じたという東京都足立区の看護師、東海遥果（はるか）さん（２９）は「女性や若者の声を都政に生かしてくれれば」と、小池氏を選んだ。冷静沈着な印象の増田寛也氏との間で迷ったが、都知事としては「国や与党との接点が強すぎる」と感じたという。
　公明支持という大田区のタクシー運転手、石田富由（とみよし）さん（６９）は「主張が白黒はっきりしているので、リーダーとしての素質がある」と小池氏に。「様々な圧力を、小池さんははね返す力があるんじゃないか」
　武蔵野市の会社員、菅原早人さん（４３）は普段は民進支持。鳥越俊太郎氏（７６）に入れるつもりだったが、演説を見て「高齢で任せられるか不安に思った」という。
　共産を支持してきた狛江市の介護施設職員、小林孝宏さん（４７）は、小池氏を選んだ理由を「野党への腹いせという気持ちが大きかった」と語る。鳥越氏のために立候補を取りやめた宇都宮健児氏を応援するつもりでいた。「政策よりも、名前が勝てそうだからと候補者を決めた過程が、どうしても納得いかなかった」
　　　　　◇
　《川上和久・国際医療福祉大学教授（政治心理学）の話》　防災や待機児童、高齢化などの都政の課題は、政策論争で違いが出にくい面があった。小池氏は巧みなイメージ戦略で無党派層を引きつけ、自民党支持者も取り込んだと言える。既存の勢力に立ち向かう姿勢をアピールし、都議会の冒頭解散を宣言するなど世間の耳目を引いた。強いリーダーシップで覚悟をもって取り組むと印象づけた。一方で、有権者は混乱は求めておらず、前国会議員の小池氏なら都政を停滞させずに進められそうだと政治手腕にも期待したのだろう。
　《嘉田（かだ）由紀子・前滋賀県知事の話》　小池氏は他候補と違い既成政党の後ろ盾なく突き進んだ姿が評価されたのかもしれない。今や世界は女性がトップに立つ時代。地方自治こそ女性目線の施策が求められている。男性中心の議会はハード面に目を向けがち。初の女性都知事として、教育や子育て支援など未来にむけたソフト面の政策の充実を目指してほしい。女性の就業率も出生率も共に低いのが今の東京。仕事と子育てで二者択一を迫る環境がこの結果を生んだ。都民目線で旧態依然たる議会に真摯（しんし）に向き合い、東京大改革につなげてほしい。
増田氏「安定都政求める声は広がる」　都知事選
朝日新聞デジタル2016年7月31日23時40分

落選が決まり、頭を下げる増田寛也氏＝３１日午後８時２１分、東京都千代田区、恵原弘太郎撮影
　増田寛也氏（６４）の千代田区内の事務所。午後８時すぎにテレビで小池氏の当選確実が伝わると、集まった自民党や公明党の議員らは静まり返った。
　増田氏は「これだけ強力なご支援をいただいたのに、力不足だった。都民の皆様の志に届かなかったことを反省し、おわびしたい」と語り、硬い表情で頭を下げた。「安定した都政を求める声は広がっていくと思う」とも口にした。
　「保守分裂」となった選挙戦。自民党都連が増田氏擁立を決めたのは告示３日前。処分までちらつかせて引き締めたが、小池氏に流れた自民支持層を引き戻せなかった。分裂について問われた増田氏は「結果は私の至らなさ」と強調した。
　石原伸晃・都連会長は「本当に完敗。申し訳ございません」と謝罪。内田茂・都連幹事長も「みんな責任を感じている」と言葉少なに語った。
東京都知事選 増田寛也氏「ひとえに私の力不足」
NHK7月31日 20時48分
増田寛也さんは、３１日午後８時２０分すぎに東京・千代田区の事務所で支持者に挨拶し、「これだけの強力な支援にも関わらず、こうした結果を招いたことはひとえに私の力不足で、心からお詫び申し上げる。『今こそ都政に安定を』という私の訴えは都民に届いたと思っている。安定した都政を求める声は広がると考えている」と述べました。
自民 石原都連会長「力不足で申し訳ない」
NHK7月31日 20時59分
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動画を再生する
自民党東京都連の会長を務める石原経済再生担当大臣は、増田氏の選挙事務所で支持者らに挨拶し、「今回の選挙は完敗だった。一生懸命応援したが力不足で、本当に申し訳ない」と述べました。そのうえで石原氏は「１７日間一緒に選挙戦を戦い、増田氏が知事にふさわしい方だと再確認した。増田氏の大ファンの１人として手を携えていきたい」と述べました。
鳥越氏「準備不足だった」　都知事選、知名度生かせず
朝日新聞デジタル2016年7月31日23時04分

選挙事務所をあとにする鳥越俊太郎氏＝３１日午後８時３９分、東京都港区、川村直子撮影
　野党４党の統一候補となった鳥越俊太郎氏（７６）は港区の事務所で「私の力不足。期待を寄せてくれた多くの都民に申し訳ない」と頭を下げた。野党幹部も連日応援に入ったが、高い知名度をいかせなかった。
　鳥越氏は参院選で改憲勢力が３分の２に達したことへの危機感を訴え、告示２日前に立候補を表明した。
　街頭演説では、「５１年間報道現場にいて、権力側についたことは一度もない」と強調。安倍政権批判や「憲法」「脱原発」など国政のテーマに多くの時間を割いた。ただ、都政の課題についての具体策の提示は遅れ、「準備不足だった」と話した。告示後の女性関係の疑惑に関する週刊誌報道の影響については「あったと思う」と語った。
　また、待機児童解消などを公約した小池氏に対して、「やっていただかないと私たちはまた声を上げる」とクギを刺した。
東京都知事選 鳥越俊太郎氏「準備不足で力及ばず」
NHK7月31日 21時06分
鳥越俊太郎さんは、３１日午後８時すぎ、東京・港区の選挙事務所で支持者に挨拶し、「私の準備不足で力が及ばなかった。期待してくれた都民や支持してくださった方たちには感謝するとともに、たいへん申し訳ない気持ちだ」と述べました。そのうえで、「今後、報道の現場からきちんと都政をチェックしていきたい」と述べました。
小池氏「都議団と連携したい」　東京都知事選
朝日新聞デジタル2016年7月31日21時03分
　東京都知事への当選が確実となった小池百合子氏（６４）は３１日夜、都議会議員との関係について報道陣に問われ、「都民の方々から選ばれた都議会の方々とも、しっかりと都民のためになるような政策の実現のために、これからも連携をとらせていただきたい。近々、各会派も含めてごあいさつにうかがわせていただきたいと考えている」と述べた。
小池氏、五輪費用検証に意欲　政権与党は関係改善模索
朝日新聞デジタル2016年8月1日05時06分

当選を決め、支持者の前で両手をあげる小池百合子氏＝３１日午後８時２４分、東京都豊島区、遠藤啓生撮影








　新しい首都の顔に小池百合子氏（６４）が選ばれた。政党の推薦を受けない選挙の中で掲げたのは「東京大改革」。２０２０年東京五輪・パラリンピックの費用問題や、都議会の透明化に向き合う構えだ。選挙で相対した政権与党は、小池氏との距離をどう取るか模索する。
　「予算額が膨らんでいった。不透明なところを解決していきたい」。東京・池袋の選挙事務所で小池氏は、東京五輪の費用問題について検証に乗り出す考えを明らかにした。
　２０年五輪の開催費用は当初は約７千億円とされたが、見積もりの甘さや資材高騰で「２兆円を超える」（五輪組織委員会の森喜朗会長）、「３兆円は必要だろう」（舛添要一前都知事）。招致計画で「新国立競技場は国、仮設は組織委、恒久施設は都」とされたが、舛添知事時代に新国立競技場整備で都は４４８億円の負担を強いられた。
　「積算根拠を出していただき、都民の負担を明らかにしたい。都民のための都政を取り戻すため、五輪の予算負担は試金石になる」。小池氏は踏み込んだ。
　安倍政権にとって五輪開催は都知事との連携が欠かせず、小池氏との距離感が課題だ。財政難の国はなるべく都に負担を求める考えだが、舛添氏と違って組織委の森会長と疎遠で、話し合いは難しくなりそうだ。
　ただ、早くから小池氏の優勢が伝えられる中、官邸には小池氏との全面対決を避ける配慮もみえた。選挙中、安倍晋三首相は増田寛也氏（６４）の応援のビデオメッセージを作ったが、７月２９日、自民党東京都連の石原伸晃会長から都知事選最終日の３０日に増田氏の応援演説に来るよう頼まれても、応じなかった。
　首相周辺は語る。「首相は一度も小池氏の批判をしていない。このメッセージは十分伝わっているだろう。選挙が終わったら、五輪を失敗させないため一丸となって頑張ろうと。それが政治ってものだ」
　対決姿勢を示してきた都議会との関係については、小池氏は「改革を進めなければならない。議会でも議論いただければ」と述べた。
　選挙中、ガラス張りの選挙カーで「透明化」を訴えた小池氏。「都議会を冒頭解散したい」。７月６日の立候補表明会見で打ち出した。冒頭解散は議会の知事不信任案提出がないとできず、実現性が薄いという声があがると、税金の使途透明化を訴えて回った。
　舛添前都知事の政治とカネの問題で始まった都知事選。都議の高額海外出張や月６０万円の政務活動費に有権者の厳しい視線が向けられるなか、都議会批判を繰り返した。背景には自民とのしこりもあった。小池氏は立候補表明後、自民党都連に推薦を依頼したが、都連はしばらく保留したうえで、増田氏を擁立した。
　その対決を制した小池氏。「都民のためになる政策のために連携を取りたい」。自民側の対応次第で、関係改善を進める考えを示した。来夏の都議選に向けて「小池新党」の立ち上げも取りざたされていたが、「新党の計画は現時点でない」と否定した。
　一方、５日のリオ五輪開会式への出席は「見合わせたい」と述べた。「時間も迫っており数々の問題に取り組んでいきたい」。知事の海外出張のあり方が問われるなか、税金の支出について慎重に考える姿勢がうかがえる。
　自民都議は「まずは様子見」と言う。ある都議は「（小池氏の政策に）賛成か反対かと踏み絵を迫られると厳しい。知事への抵抗勢力とレッテルを貼られると都議選への影響もある」と戦々恐々だ。別の都議は「互いに歩み寄る」と冷静だ。１９９９年都知事選で自民候補を破った石原慎太郎氏とは、しばらくして関係が改善した。「年明けの予算案審議ぐらいが着地点」とみる。
小池氏「これまでにない都政にまい進」
NHK7月31日 21時15分
東京都知事選挙で初めての当選を確実にした小池百合子氏は「これまでにない選挙で、支えてくれる人の輪が広がっていくのを痛感した。新都知事として、これまでにない、見たことがない都政にまい進していきたい」と話していました。
初めての女性都知事となることについては、「新しい都政に対する期待をいただけたと思う。女性都知事として、女性政策もしっかり進めることが、実りある幸せな東京を実現することにつながる。待機児童の問題も女性政策の１つといえるが、こうした問題の対策を責任を持って進める」と述べました。
また、選挙期間中、都議会との対決姿勢を強調していたことについては、「知事も議会も都民から選ばれている。都民のために何をすべきか、そのことを最優先に、これからも連携をとりたい。どのような姿勢で臨むか、都民のことを優先すれば、おのずと答えが出る」と述べました。
４年後に迫った東京オリンピック・パラリンピックの開催費用をどう抑えていくのかについては、「積算根拠を明らかにするための情報公開がポイントだ。予算負担についてはその試金石になる」と述べました。
都知事が２代続けて「政治とカネ」の問題で辞職し、都政の信頼回復が問われていることについては、「舛添前知事の問題では、検証する組織を作るとともに、再発防止のためには何が必要かも検証したい」と述べました。
東京都の課題となっている「少子高齢化」の対策について、「喫緊の課題であり、生活そのものに関わる問題だ。解決への道筋を明確にし、都の公園や遊休地などを保育や介護の施設の整備に充てたい。また、都内の空き家も活用したい」と述べました。
近い将来起きることが予測されている首都直下地震への対応など防災対策については、「木造密集地域では、消防車や救急車がたどり着けない問題がある。道路の拡幅などの整備計画を前倒して進めていきたい。首都直下地震はいつ起こるかではなく、いつ起こってもおかしくない。被害を最小限にとどめる政策を進めたい」と述べました。
さらに、都議会で新党を結成する考えがあるかどうかについて、小池氏は「新党の計画はない。ただ、改革は党派を超えて進めるべきだ」と述べました。
産経新聞2016.8.1 01:18更新 
【東京都知事選】「完敗だった」と釈明した石原伸晃・自民党都連会長に都連幹部は「執行部は総退陣だ」

東京都知事選で落選が決まり、厳しい表情の増田寛也氏（左）とあいさつする自民党都連の石原伸晃会長＝３１日夜、東京都千代田区 
　安倍晋三総裁（首相）の下で国政選挙４連勝中の自民党は、保守分裂の首都決戦で手痛い黒星を喫した。閣僚らを投入する国政選挙並みの総力戦を展開したが、小池百合子氏に完敗。党都連会長の石原伸晃経済再生担当相の責任が問われるのは必至だが、石原氏は党推薦の増田寛也氏の事務所で敗戦の弁を述べただけで、早々に“逃走”した。
　「完敗だった。力不足で申し訳ない」。石原氏は小池氏当確が伝わった３１日夜、こう述べた。だが、自身の責任については触れず、当初予定していた記者団への対応も行わないまま足早に事務所を後にした。
　完敗による石原氏の責任は免れない。下村博文都連会長代行は３１日の民放番組で「責任はある。私を含めきちんと考えていく必要がある」と述べた。別の都連幹部は「執行部は総退陣だ」と言い切る。
　自民党の対応は最初から後手に回った。増田氏の出馬表明は告示３日前の７月１１日。高い知名度を武器に先行する小池氏を相手に、自民党は増田氏のアピールよりも小池批判ばかりを強調する選挙戦術に陥った。
　７月２６日の増田氏の決起大会では、石原氏が「小池氏は自民党の人間ではない」と断じ、父の慎太郎元都知事まで「あの人はうそつきだ」と酷評。“小池氏へのいじめ”との印象を増幅する結果になった。
産経新聞2016.7.31 21:51更新 
【東京都知事選】敗北の自民・茂木敏充選対委員長「誠に残念」　小池百合子新知事に「都政の混乱収拾を」とエールも
　自民党の茂木敏充選対委員長は３１日夜、東京都知事選で推薦した増田寛也氏が小池百合子氏に敗れたことを受け、「誠に残念な結果」との談話を発表した。増田氏について「短期決戦の中、当初の出遅れを挽回した」と指摘しつつ、「一歩及ばなかった」「都民の審判を謙虚に受け止め、選挙結果をよく分析していきたい」とした。
　小池氏に対しては「都政の混乱を一日も早く収拾し、東京が直面する課題の解決に力を尽くしていただきたい」とした。党内では、推薦候補の増田氏と敵対した小池氏への処分を求める声も出ているが、茂木氏はエールを送った形となった。
産経新聞2016.7.31 21:04更新 
【東京都知事選】自民党都連の石原伸晃会長が逃げた？　推薦候補「完敗」で記者対応をせず事務所を去る
反応

小池百合子氏当選確実の一報が流れ、増田寛也氏の選挙事務所に姿を現した自民党都連会長の石原伸晃氏＝３１日夜、東京都千代田区（古厩正樹撮影） 
　東京都知事選で増田寛也氏を推薦した自民党東京都連会長の石原伸晃経済再生担当相は３１日夜、増田氏の落選が伝えられると、当初予定していた記者団への対応を行わずに東京都千代田区の増田氏の事務所を後にした。
　石原氏は、増田氏の支援者らへのあいさつでは「選挙は完敗だった。力不足で申し訳ない」と陳謝。その上で「捲土重来。いろんなことがこれから起きるかもしれない。私は増田さんの大ファンの１人としてこれからも手を携え、都民のためにしっかり仕事をしていきたい」と述べた。
　事務所に集まった記者団には事前に当落判明後の石原氏の取材の案内があったが、結局行われなかった。
　自民党は、当選した小池百合子氏を推薦せず、都知事選は１７年ぶりの分裂選挙となった。党都連会長の石原氏に対しては、分裂選挙を招いた上、推薦した増田氏が完敗したことへの責任論が出ている。
産経新聞2016.7.31 23:22更新 
【東京都知事選】共産・小池晃書記局長「気持ちいい野党共闘関係できた」　完敗なのに満足感たっぷり　

７月１６日、鳥越俊太郎氏（右端）の応援演説にかけつけた共産党の小池晃氏（中央）＝東京都足立区　 
　共産党の小池晃書記局長は３１日夜、東京都知事選で野党４党の統一候補が敗れたことを受け、民進党内で野党共闘の見直し論が出ていることについて「政党対政党で（共闘を）正式に合意している以上、公党間の約束を守っていくのが当然のルール」と述べ、今後の国政選挙などでも選挙協力を続ける考えを示した。都内で記者団に語った。
　小池氏は、野党４党が統一候補としてジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）を擁立したことについて「首都東京でこれだけ戦うことができ、プラスに働くのは間違いない」と指摘。「結果として鳥越氏は勝てなかったが、野党間は非常に気持ちのいい共闘関係ができた」と述べた。
　民進党の岡田克也代表が９月の党代表選に出馬しない意向を示し、党内で民共連携の修正論が出ていることについては「民進党内でどういう人事が行われても、政党間の合意がある以上（共闘の）方向に進んでいくだろう」と述べ、継続に期待感を示した。
　党代表の座を降りる岡田氏については「党首として政党間の協議に応じ、前向きに野党共闘を進めていただいた」と指摘。「参院選の改選１人区で野党が１１人も勝った。成果を出した点では、高く評価をしている」と述べた。
共産 小池書記局長「今後も野党４党で共闘」
NHK7月31日 23時11分
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動画を再生する
共産党の小池書記局長は、鳥越氏の選挙事務所で記者団に対し、「選挙で勝利できなかったものの、首都東京で野党４党の共闘が実現したことは歴史的な意義がある。突発的な選挙であり、どの候補も準備不足はあった。今後も野党４党の共闘を大いに進めていきたい」と述べました。
産経新聞2016.7.31 23:52更新 
【東京都知事選】取材対応はいっさいナシ　鳥越俊太郎氏を推薦した民進党執行部

敗戦の会見を終え選挙事務所を後にする鳥越俊太郎氏＝３１日、東京都港区南青山（宮川浩和撮影） 
　東京都知事選でジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）を推薦した民進党執行部は３１日夜、鳥越氏が敗れた結果について、記者会見やコメントの発表など、正式な取材対応を一切行わなかった。
　党内で取材対応を事前に予告し、正式な形で記者団に答えたのは、松原仁都連会長のみ。長妻昭代表代行（衆院東京７区）も都内の鳥越氏の選対事務所で取材に応じたが、民進党都連の所属議員という立場によるものだった。鳥越氏を担いだ野党４党のなかで、党執行部が事前予告のうえ記者団の取材に応じたのは、共産党の小池晃書記局長だけだった。
　松原氏は、民進党の岡田克也代表が都知事選の投票日前日に９月の代表選への不出馬を表明したことについて「選挙戦の最終日に、なぜ鳥越候補を擁立する中心であった岡田氏が、出処進退に言及されたのか。極めて理解に苦しむ部分があった」と猛批判した。
民進 松原都連会長「心よりおわび」
NHK8月1日 0時36分
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民進党東京都連の会長を務める松原元拉致問題担当大臣は、３１日午後８時半前、鳥越氏の選挙事務所で支持者らに挨拶し、「多くの都民と共に、鳥越氏を先頭にして都政を刷新しようという思いで戦ってきたが、残念ながら当選できなかった。推薦をした政党の一員として、鳥越氏を都政の舞台に送り届けることができなかったことを、心よりおわび申し上げる」と述べました。
「岡田代表の出処進退言及 理解に苦しむ」
また、松原元拉致問題担当大臣は、鳥越氏の選挙事務所で記者団に対し、「野党４党の結集がしっかりと実現されれば、勝利することができると思っていたが、十分には結集できなかったことが大変残念だ。選挙戦の最終日に、鳥越氏を擁立する中心であった岡田代表が、なぜ代表選挙についての出処進退に言及したのか極めて理解に苦しむ。岡田氏が、最後まで責任を全うすることが必要だったと思う」と述べました。
産経新聞2016.7.31 23:29更新 
【東京都知事選】民進・長妻昭代表代行「野党共闘は敗北の原因ではない」　代表選への対応は「決めていない」と濁す
　民進党の長妻昭代表代行＝衆院東京７区＝は３１日夜、東京都知事選で野党４党が推薦したジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）が敗北したことについて「野党が一緒に戦ったことが敗北の原因の一つだとは思っていない」と述べた。都内で記者団の取材に答えた。

７月１６日、鳥越俊太郎氏（右端）の応援演説にかけつけた長妻昭民進党代表代行（左端）と共産党の小池晃氏＝東京都足立区　 
　同時に今後の野党共闘について「ただちに否定するものではない」として、継続する考えを示した。
　民進党の岡田克也代表が投開票前日の３０日に次期代表選に出馬しない意向を表明した影響を問われると、「影響は与えていない」と否定。「岡田氏が次の代表選に出ないことは本当に残念だ」と語った。
　長妻氏は自身の代表選への対応については「まだ決めていない。（党の）再建を完遂する。そのために自分がどう判断するのがいいのか、いろいろ考えながら判断していきたい」と述べるにとどめた。
産経新聞2016.7.31 23:09更新 
【東京都知事選】「鳥越氏を連れてきた責任を全うせよ」　民進・松原仁都連会長が岡田克也代表を公然批判

民進党の松原仁衆議院議員と握手する鳥越俊太郎氏＝３１日、東京都港区南青山（宮川浩和撮影） 
　民進党東京都連会長の松原仁衆院議員は３１日、都知事選で同党など野党４党が推薦したジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）が敗北したことを受け、「４党の結集が実現されれば、当初から勝利することができるだろうと思っていた。十分結集できなかったことが大変残念だ」と述べた。都内で記者団の取材に答えた。
　民進党の岡田克也代表が投開票前日の３０日、９月の代表選に出馬しない意向を示したことについては「選挙戦の最終日になぜ、鳥越氏擁立の中心だった岡田氏が出処進退に言及したのか。極めて理解に苦しむ」と憤りを隠さなかった。
　松原氏は、岡田氏の表明が選挙戦に与えた影響に関し明言しなかったものの、「岡田氏が都連で内定した候補を覆す形で（鳥越氏を）連れてきた。連れてきた責任を全うすることが必要だ」として岡田氏を批判した。
　敗北の責任は岡田氏にあるかどうかを記者団に問われ、「岡田氏にあるとは明快には申し上げないが、少なくとも都連とは違う流れで（野党統一候補が）決まった」と述べ、岡田氏に責任の一端があることを示唆した。
　今後の選挙で野党共闘を続けるべきかどうかについては言及を避け、「野党共闘であれば、都知事選は勝ちを取りに行くことが可能だったのに、なぜそこまでいかなかったのか。分析することが大事だ」と述べるにとどめた。
公明幹部「浸透に苦労」【都知事選】
　公明党の高木陽介東京都本部代表は３１日夜、都知事選で推薦した増田寛也元総務相が敗れたことについて、「誠に残念だ。準備期間がほとんどなく、名前の浸透に大変苦労した。政策を含めて（周知）徹底する時間がなかったことも敗因の一つだ」と語った。都内で記者団の質問に答えた。
　高木氏は「（選挙結果は）直接的には国政に影響はない。国政とは切り離して考えなければならない」と主張。その上で「都民の意思をしっかり尊重していく。新知事の取り組みを見極めていく」と語った。　（時事通信2016/07/31-22:40）
公明 高木都本部代表「取り組み見守りたい」
NHK7月31日 23時10分
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動画を再生する
公明党東京都本部の高木陽介代表は、増田氏の選挙事務所で記者団に対し、「推薦を決定してほぼ同時に告示となってしまったなかで、準備に時間がなく、名前を浸透させるのに苦労した。増田氏の政策を有権者に徹底する時間がなかったことも敗因の１つに考えられる。都民は小池氏を選択したので、都民の意思を尊重することが第１であり、山積する課題にどう取り組むか見守りたい」と述べました。
産経新聞2016.8.1 01:23更新 
【東京都知事選】がぜん注目集めるおおさか維新　「次期都議選で小池百合子氏と連携」　新たな第三極ブームの到来か

安倍晋三首相との会談を終え、都内のホテルを後にするおおさか維新の会の松井一郎代表（右）と馬場伸幸幹事長（左）＝７月３０日、東京都千代田区（三尾郁恵撮影） 
　東京都知事選で与野党の支援を受けない小池百合子元防衛相が勝利したことで、「第三極」のおおさか維新の会の存在に注目が集まりそうだ。馬場伸幸幹事長は早速、来年夏の都議選で小池氏と共闘する考えを表明。一方、秋の臨時国会では安倍晋三首相と連携し、衆参憲法審査会の議論を主導する意向で、こちらでも影響力を高めそうだ。
　「小池氏が都の大改革を行う姿勢が本物なら、来年の都議選は改革勢力を大きくする方向で協力したい」
　馬場氏は３１日、小池氏の勝利を受け、産経新聞の取材にこう強調。小池氏が次期都議選で独自候補を擁立するなどした場合、小池氏の支援に回る考えだ。
　小池氏は今回の都知事選で、自民党都連と激しく対立。次の都議選では自民党都議への「刺客」候補を立てる可能性も高い。これをおおさか維新が支えれば、昨年４月の大阪府議選のように、「自民党対第三極」の対決構図が生まれる。
　小池氏は選挙戦で、政治団体「減税日本」代表の河村たかし名古屋市長の支援も得た。小池氏を台風の目に新たな「第三極」ブームが生まれる可能性がある。
　実は「第三極」の勢いは参院選でもみられた。おおさか維新は改選前を５議席上回る７議席を獲得。非改選と合わせると１２議席となり、参院での法案提出に必要な議席数を確保した。
　この勢いを巧みに取り入れようとするのが、首相や菅義偉（すが・よしひで）官房長官だ。
　「憲法についてまじめな議論をしていこう。秋の臨時国会では憲法審査会を進めていきたい」
　首相は７月３０日夜、都内のホテルで菅氏を交え、橋下徹前大阪市長やおおさか維新の松井一郎代表（大阪府知事）、馬場氏と会談。参院選で、おおさか維新を含む「改憲勢力」が発議に必要な３分の２以上を占めたことを踏まえ、改憲議論を進めることに協力を求めた。松井氏らは、憲法審でおおさか維新側から具体的な改憲条文の候補を提示し、議論を主導する考えを示した。
　おおさか維新は国会で独自色の演出にも余念がない。秋の臨時国会では、法案提出権を生かし、「参院選マニフェスト（選挙公約）で出したすべての政策を法案にし、１００本近く提出する」（松井氏）と鼻息が荒い。中央では安倍首相、地方では小池氏らとピンポイントで連携し、既存政党への対抗勢力を増やす考えだ。（水内茂幸）
産経新聞2016.7.31 23:03更新 
【東京都知事選】増田寛也氏推薦の日本のこころ・中野正志幹事長「力不足を実感」
　日本のこころを大切にする党の中野正志幹事長は３１日夜、東京都知事選で推薦した増田寛也氏が小池百合子氏に敗れたことを受け、「落選という結果となり力不足を実感している」との談話を発表した。
　当選した小池氏に対しては「都政を停滞させることなく責任ある運営を行い都民の信頼を勝ち得ることができるよう期待したい」と強調した。
都知事選・識者談話【都知事選】
◇本気度に都民が共感
　佐々木信夫・中央大学教授（行政学、地方自治論）の話　他の主力候補が政党に推されて出てきたのに対し、すべてを捨てて、勝っても負けてもやるという小池氏の本気度に都民が共感したのではないか。世界的にもアメリカのクリントン氏、英国のメイ首相のように、トップリーダー的な立場に女性が就く流れがある中で、日本でも都民が「もう１人の首相」である都知事に女性を迎えた、という見方もできる。
　選挙中から待機児童の問題などをよく取り上げていたので、小池都政は、石原（慎太郎）都政の経済重視から、生活者重視の方向になっていくのではないか。政権交代に伴い政策の振り子が振られるという都政の特色が現れるだろう。小池氏はもともと自民党の方なので、都議会との大きな摩擦は起きないと思う。行政職員で約７万人という巨大な都庁の組織、官僚制に埋没せず、リーダーシップを発揮できるかが問われる。（時事通信2016/07/31-22:19）
都政改革、信頼回復に期待＝経済３団体トップがコメント
　東京都知事選で小池百合子元防衛相の当選が決まったことについて、経済３団体トップは３１日、それぞれコメントを発表した。経団連の榊原定征会長は小池氏勝利について「改革に取り組む強い意欲や、決断力に富む政治姿勢などが支持された」と分析。日本商工会議所の三村明夫会頭も、初の女性都知事誕生は「都政の一新を望む都民の選択の結果だ」と指摘した。
　経済同友会の小林喜光代表幹事は、政治資金問題で都知事が２代続けて任期途中で辞任したことを踏まえ、「新しい都知事に求められるのは高い透明性と実行力。一刻も早く都政に対する信頼回復を図ることだ」と強調した。
　今後の都政運営については、榊原会長が「都政を着実に前進させるとともに、東京オリンピック・パラリンピックを成功に導き、都民の期待に応えていただきたい」と要請。三村会頭は少子高齢化や防災対策、中堅・中小企業の活力増進などを課題に挙げ「東京が世界一の国際都市を目指して飛躍するため必要な施策を迅速かつ強力に実行していただきたい」と期待感を示した。　（時事通信2016/08/01-00:24）
「日本の首都に初の女性指導者」＝海外メディアも速報【都知事選】
　東京都に初めて女性知事が誕生することになり、海外のメディアも３１日、一斉に速報を打った。フランスのＡＦＰ通信は「日本の首都を初めて女性が率いる」と報道。「厄介な問題続きで、開催費用も高騰し、難題続きの２０２０年夏季五輪の準備にまず取り組まなくてはならない」と伝えている。
　一方で「元テレビアナウンサー」「英語もアラビア語も話せる」「防衛相も環境相も務めた」と華やかな経歴を発信。続けて「クリントン前米国務長官と対比される」「日本初の女性首相に一番近づいたこともある」と紹介した。
　英ロイター通信も「安倍晋三首相が推す元官僚や、リベラル派のジャーナリストに、小池百合子元防衛相が勝った」と当確を速報。最初の課題として「幕が降りる前にリオデジャネイロに行かなければならない」と五輪絡みの動向に注目している。
　英ＢＢＣ放送（電子版）は「醜聞絡みで前任の知事２人が辞めている」と都知事選に至った経緯に焦点を当てて紹介。五輪の準備も「醜聞、浪費、お役所仕事で施設の建設が遅れている」と指摘し、新知事の最大の課題に挙げている。　（時事2016/07/31-23:28）
「初の女性都知事」と速報　海外メディア

共同通信2016/7/31 21:52

　元防衛相の小池百合子氏が初当選した31日の東京都知事選の結果について、韓国の聯合ニュースや英BBC放送（電子版）がNHKなどを引用し「初の女性都知事となる」と速報。各メディアは、2020年東京五輪の準備が小池氏の重要な仕事となるとの認識を示した。

　BBCは、大幅に膨らむ見通しとなっている五輪開催費用への対応が小池氏の「主要な課題」となると指摘。8月のリオデジャネイロ五輪閉幕式に出席し、次期開催都市トップとして旗を引き継ぐのが「最初の公務」の一つとなるとした。

　ドイツのDPA通信などは、所属する自民党の支援を受けずに小池氏が出馬し、勝利したなどと伝えた。

初の女性都知事就任へ 海外メディアも速報
NHK7月31日 21時34分
東京都知事選挙で小池百合子氏が初めての当選を確実にし、東京都知事に初めて女性が就任することについて、海外メディアもＮＨＫなどを引用する形で速報で伝えています。
このうち、イギリスの公共放送ＢＢＣは、開催費用の問題を抱える２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックに向けた準備が大きな課題になるとし、知事としての最初の仕事はブラジルのリオデジャネイロで、次の開催都市の代表としてオリンピックの旗を受け取ることだと伝えています。
また、フランスのＡＦＰ通信は、ベテランの政治家が初めての女性知事に選ばれたとしたうえで、トラブルが続く東京オリンピック・パラリンピックへの対応が重要になると指摘しています。
さらに、韓国の通信社、連合ニュースは、当選を確実にしたのが自民党などが推薦する候補ではなかったことで、安倍政権に小さくない衝撃を与えるとみられると伝えています。そのうえで、舛添前知事が示した、韓国学校を増設するための用地として都立高校の跡地を利用する方針を、小池氏が白紙状態から検討すると明らかにしているとして、今後の対応が注目されるとも伝えています。
東京都知事選 アメリカの有力紙も伝える
NHK8月1日 4時47分
東京都知事選挙で小池百合子氏が当選したことについて、アメリカのニューヨーク・タイムズやワシントン・ポストなど有力紙は「東京は初めての女性の都知事を選んだ」などという見出しで伝えました。
このうち、ワシントン・ポストは「東京は、かつてみずからを民主党のクリントン前国務長官にたとえた、英語が堪能な元防衛大臣、小池百合子氏を、初の女性の都知事として選んだ」と伝えています。そして、「小池氏の緊急の課題は、当初の予定よりも３倍にも膨らんだ東京オリンピック・パラリンピックの開催費用を抑えることになる。小池氏は、この問題に素早く取り組まなければならないだろう」と指摘しています。
また、ウォール・ストリート・ジャーナルは「小池氏は、政治とカネの問題で都知事が２代続けて辞職したあとに就任することになる」としたうえで、小池氏が英語が堪能であることや、「クールビズ」の旗振り役を務めたことなど、小池氏の経歴を紹介しています。
自民支持５割、小池氏に＝推薦の増田氏上回る－都知事選出口調査【都知事選】


　３１日投開票の東京都知事選で時事通信が実施した出口調査によると、自民党支持層の投票先として最も多かったのは小池百合子氏の５２％で、同党の推薦候補だった増田寛也氏の４０％を上回った。小池氏は、全体の半数近くを占めた「支持政党なし」の無党派層からも５０％を獲得し、他の候補を引き離した。
　公明党支持層のうち６３％が同党推薦の増田氏に投じたが、３１％は小池氏に流れた。鳥越俊太郎氏を推薦した民進党の支持層では、５６％が鳥越氏に投票したが、３０％は小池氏に一票を託した。増田、鳥越両氏は組織を固めきれず、政党推薦なしで臨んだ小池氏が票を奪う形となった。無党派層でも、増田氏は２３％、鳥越氏は１９％の得票にとどまった。
　年代別の投票先を見ると、全ての年代で小池氏が最も支持を集めた。３０代～４０代で５割を超えたのをはじめ、幅広く浸透した。男女別でも、男性の４９％、女性の４５％が小池氏に投じた。
　出口調査は、都内５０投票所で実施。投票を終えた男性２１３８人、女性１８９９人の計４０３７人から回答を得た。　（時事通信2016/07/31-20:40）
東京都知事選 ３候補の運動の特色を分析
NHK8月1日 0時45分
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今回の東京都知事選挙で当選した小池百合子氏、それに、増田寛也氏と鳥越俊太郎氏の３人が、選挙期間中に行った街頭演説の場所や演説の内容から、それぞれの候補の運動の特色を読み解きます。
街頭演説で多く語ったワードは
３人の候補者が選挙期間初日の１４日と、途中の７月２４日に行った街頭演説と、政見放送の内容にどのようなワードが多いかを調べました。
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まず、それぞれの候補が最も多く言及したワードを比べると、小池氏は「シティ」でした。演説の中で「スマート・シティ」や「セーフ・シティ」といったワードで先進的な東京を作りたいと訴えました。
[image: image37.jpg]



増田氏は「不安」です。「子育て」「高齢化」「災害」の３つの不安の解消に努めると訴えました。
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そして、鳥越氏は「税金」でした。舛添前知事などを例に、税金の使い方を批判しました。
このほか、３人の演説内容を比べると、自分のフルネームを述べた回数が最も多かったのが増田氏でした。知名度不足を意識して、名前を繰り返したことがうかがえます。また、鳥越氏は、ほかの候補に比べて「オリンピック」や「パラリンピック」というワードが少なく、一方で「原発に依存しない社会」の実現を訴え、「原発」というワードをよく使っていました。
“演説場所”から見える選挙戦略は
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３人の候補が選挙期間中に街頭演説や個人演説会などで訪れた場所を、地図上に点で記しました。ピンクが小池氏、赤が増田氏、青が鳥越氏を示しています。
選挙期間中に訪れた場所の数は、小池氏が１４０か所余り、増田氏が１６０か所余り。これに対し、鳥越氏は５０か所余りと、約３分の１程度となっています。
小池氏と増田氏は２３区だけでなく、多摩地域も数多く訪れましたが、特に小池氏が訪れた地域を見ると、ＪＲ中央線と山手線に沿った形になっています。小池氏が、もともとの知名度の高さを生かして、利用客の多い駅を何度も訪れ、さらに無党派層に支持を広げようとした、いわば「駅前重点型」とも言える戦略だったのに対し、増田氏は、知名度を上げる目的もあって、与党の議員などとともに、東京都内をくまなく回る運動を展開していたことが分かります。
自民支持の５割、小池氏に　共同通信出口調査 
日経新聞2016/8/1 1:27
　31日投開票の東京都知事選で共同通信社が実施した出口調査によると、自民党支持層の52％が小池百合子氏に、40％が増田寛也氏に投票し「分裂選挙」となっていたことが浮き彫りとなった。小池氏は「支持する政党がない」とした無党派層の51％を押さえ、民進党支持層の39％を得るなど、幅広く支持を集めた。
　増田氏は公明党支持層の71％を獲得したが、自民党支持層が伸びなかった上、無党派層も19％にとどまった。「野党共闘」の鳥越俊太郎氏は民進党支持層で49％にとどまり、共産党支持層では69％を集めた。無党派層の支持も20％。共産党支持層の17％、社民党支持層の18％が小池氏に流れた。
　最優先で取り組んでほしい政策は「景気・雇用」が22％で最も多く、「医療・介護」が21％、「教育・子育て」18％、「行財政改革」16％、「治安・防災」６％などが続いた。
　投票先を決める際に最も重視した項目は「政策」が30％でトップ、「人柄」19％、「政治経験」18％。猪瀬直樹元知事、舛添要一前知事と２代続けて「政治とカネ」の問題をきっかけに辞職に追い込まれたが「お金に対するクリーンさ」を挙げた人は９％だった。
　年代別では、10代から70歳以上まで全ての年齢層で小池氏がトップ。増田氏は10代の32％が、鳥越氏は60代の28％が支持した。
　前回の都知事選で、舛添氏に投票した人のうち51％が小池氏に、増田氏が35％、鳥越氏は12％と続いた。告示直前に出馬を取り下げた宇都宮健児氏に前回投票した人は49％が鳥越氏を支持したが、小池氏にも29％が投票した。〔共同〕
都知事選、小池氏に幅広い支持　朝日新聞出口調査
朝日新聞デジタル峰久和哲2016年8月1日04時02分

支持政党別の投票先は…
　東京都知事選で初当選した小池百合子氏は、自民党内の調整がないまま唐突に立候補表明したために党幹部らの逆鱗（げきりん）に触れ、与党を敵に回す形で選挙戦に臨んだ。そんな姿が無党派層の過半数、野党支持層の一部の票を呼び込んだばかりか、多くの自民支持層の共感も得たようだ。
　朝日新聞社は都内１８０投票所で出口調査を実施、１万１８５人から有効回答を得た。それによると、自民支持層のうち４９％が小池氏に投票し、自民が推薦した増田寛也氏の４０％を上回った。公明支持層は６９％が増田氏に投票したが、小池氏に２４％が流れた。
　鳥越俊太郎氏は、さきの参院選で一定の成果を得た４野党共闘に乗った。ところが、４党支持層の票は鳥越氏でまとまらず、民進支持層で鳥越氏に投票したのは５６％にとどまり、２８％が小池氏に投票した。
産経新聞2016.8.1 01:22更新 
【東京都知事選】出口調査分析、自民党支持者も小池百合子氏圧勝
　東京都知事選投票日の３１日、産経新聞社は出口調査を実施し、有権者の投票動向を探った。増田寛也氏を推薦した自民党の支持層の半数以上が小池百合子氏に投票するなど、与野党ともに推薦候補者に票を集められず、組織票に頼らない小池氏の圧勝につながった実態が浮かび上がった。
　自民党支持層の５２・３％が小池氏に投票し、増田氏は３９・８％にとどまった。同じく増田氏を推薦した公明党の支持層でも２３・４％が小池氏を選んだ。
　また、こうした現象は、鳥越俊太郎氏を推薦した野党にもみられた。民進党支持層では４９・１％が鳥越氏に票を投じたものの、３９・３％が小池氏に流れた。共産党支持層では６８・５％が鳥越氏に、１７・３％が小池氏に投票した。
　無党派層でも小池氏に支持が集中した。５１・２％が小池氏を支持し、鳥越氏は２０・１％、増田氏は１８・８％の支持にとどまった。
　有権者が投票の際に重視した基準は、「政策」（２９・７％）がトップで、「人柄」（１９・１％）と「政治経験」（１７・８％）が続いた。「政策」を選んだ回答者では、４７・４％が小池氏、２１・５％が増田氏、１８・０％が鳥越氏にそれぞれ投票した。「政治経験」や「人柄」でも小池氏は他の候補者を上回った。
　また、新都知事に取り組んでほしい政策を尋ねたところ、「景気・雇用」（２２・０％）、「医療・介護」（２１・０％）、「教育・子育て」（１７・７％）の順番だった。
出口調査 小池氏の勝因は 
NHK07月31日　20時09分 
ＮＨＫは投票日の３１日、東京都知事選挙での有権者の投票行動や意識を探るため、都内６４か所の投票所で投票を終えた有権者およそ５２００人を対象に出口調査を行い、およそ７２％にあたる３７００人余りから回答を得ました。
一方、３０日までに有権者の１５％余りが期日前投票を済ませていますが、これらの方々は調査の対象にはなっていません。
ＮＨＫが行った出口調査によりますと、東京都知事選挙は無所属の新人で元防衛大臣の小池百合子さんが、いずれも新人の増田寛也さんや鳥越俊太郎さんなどほかの候補を引き離して、きわめて優勢です。
小池さんは自民党の支持層から多くの支持を集めたほか、特に支持する政党がないいわゆる無党派層からも多くの支持を集めて当選を確実にしました。
ＮＨＫの出口調査によりますと、小池さんは自民党支持層の５０％あまりの支持を得たほか、無党派層からも５０％余りの支持を集めました。
民進党支持層からは３０％近くの支持を得ました。
また「投票先を決める際に、もっとも重視したこと」を尋ねたところ、「政策・公約」と答えた人が最も多く、このうち４０％台半ばが小池さんに投票したと答えています。
次いで多かった「人柄・イメージ」を重視したと答えた人では、４０％台後半が小池さんを支持しました。
出口調査の結果からは小池さんが幅広い層から支持を集めたことがうかがえます。
出口調査 支持政党別の動向は 
NHK07月31日　20時07分 
ＮＨＫの出口調査によりますと、小池さんは自民党の支持層の５０％あまり、民進党支持層の３０％近くから支持を得たほか、特に支持する政党がないいわゆる無党派層からも最も多い５０％あまりの支持を集めました。

ＮＨＫが行った出口調査で、東京都知事選挙に投票した人にふだんどの政党を支持しているか聞いたところ、自民党と答えた人が最も多く３８％、民進党が１１％、公明党が４％、共産党が５％、おおさか維新の会が２％、などとなっています。
支持政党別にどの候補者に投票したのか見ていきます。
自民党と答えた人のうち、最も多くの支持を集めたのは小池さんで、５０％あまりを占めました。
増田さんはおよそ４０％、鳥越さんは１桁台でした。
小池さんが、自民党の推薦を受けた増田さんよりも自民党支持層から支持を集めたことがわかります。
民進党と答えた人の投票先を見ますと、鳥越さんが６０％あまり、小池さんが３０％近く、増田さんが１０％近くでした。
一方、特に支持する政党がないいわゆる無党派層は全体の３７％でした。
投票先は、小池さんが５０％あまり、鳥越さんがおよそ２０％、増田さんが２０％近くで、小池さんは、無党派層からも多くの支持を集めたことがわかります。
出口調査で、安倍内閣を支持するかどうか尋ねたところ、「支持する」と答えた人は５８％、「支持しない」と答えた人は４２％でした。
「支持する」と答えた人が投票した候補は、小池さんが５０％あまりで最も多く、増田さんが３０％台後半、鳥越さんが１桁台でした。
小池さんが安倍政権の与党である自民党と公明党から支援を受けていないにもかかわらず、両党から推薦を受けた増田さんより支持を多く集めていたことがわかります。
一方、内閣を「支持しない」と答えた人では、鳥越さんに投票した人が４０％あまりと最も多く、次いで小池さんが３０％台半ば、増田さんは１０％あまりでした。
鳥越さんは、民進党や共産党など野党４党から支援を受けましたが、野党の支持層を固めきれず、小池さんの支持にまわったことうかがえます。
出口調査 最も重視したことは 
NHK07月31日　20時07分 
ＮＨＫが行った出口調査で「投票先を決める際に、もっとも重視したこと」を尋ねたところ、「政策・公約」と答えた人が最も多く、４７％でした。
次いで「人柄・イメージ」が３２％、「行政手腕」が１６％、「政党・団体の支援」が５％でした。
このうち最も多かった「政策・公約」と答えた人のうち、小池さんに投票したという人は４０％台半ばで、増田さんは２０％台半ば、鳥越さんはおよそ２０％でした。
次に多かった「人柄・イメージ」と答えた人は、４０％台後半が小池さん、２０％台半ばが鳥越さん、およそ２０％が増田さんに投票したとしています。
また「行政手腕」と答えた人の投票先は、４０％台後半が小池さん、４０％台半ばが増田さんで、鳥越さんは１桁台にとどまりました。

ＮＨＫが行った出口調査で、「新しい知事にもっとも期待すること」について尋ねたところ、「景気・雇用」と答えた人が最も多く、３２％でした。
次いで「医療・福祉」が２１％、「政治とカネの問題」が１４％、「子育て支援」が１３％、「首都直下地震の対策」が７％などでした。
最も多かった「景気・雇用」と答えた人のうち、小池さんに投票したという人が４０％台半ば、増田さんは３０％あまり、鳥越さんは１０％台半ばでした。
次に多かった「医療・福祉」と答えた人の投票先は、小池さんがおよそ４０％、増田さんが３０％近く、鳥越さんは２０％台半ばでした。
このほか「政治とカネの問題」、「子育て支援」、「首都直下地震の対策」と答えた人は、いずれもおよそ５０％が小池さんに投票したと答えました。
自民票も小池氏へ　出口調査の集計結果分析

東京新聞2016年8月1日 朝刊

 　元防衛相の小池百合子氏が初当選した東京都知事選で、無党派層や各政党の支持者はどう動いたか。有権者は何に期待して一票を投じたのか。東京新聞が都内の投票所で実施した出口調査の集計結果から分析した。（集計数字は小数点第二位以下を四捨五入）

	無党派層・年齢別
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◆３０、４０代半数超が小池氏

　「支持政党なし」と答えた無党派層は３７・５％と、最も多い自民支持層の３８・３％とほぼ同じ割合だった。前回の四割より減ったものの、無党派層の半分以上が小池氏に投票し、一定の影響力をもった。鳥越氏の２０・１％と増田氏の１８・８％を足しても小池氏には及ばなかった。

　年代別にみると二十～五十代ではいずれも無党派が四割を超え、最も多い四十代では五割だった。高齢者では六十代が３３・５％、七十歳以上は１９・４％だった。投票の際に重視した基準では「お金に対するクリーンさ」を選んだ人の四割強が無党派層だった。当選後に最優先での取り組みを希望する政策は「景気・雇用」が最多だった。

　一方、政党支持層を合わせた年代別では、小池氏が三、四十代の半数以上の支持を得た。鳥越氏は十～四十代で一割強の票しか得られなかった。

	支持政党別
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◆増田氏４割しか自民固められず

　支持政党別の投票先をみると、小池氏は政党の推薦・支持がなかったにもかかわらず、自民やおおさか維新支持層の五～六割を固め、民進支持層も四割弱取り込んだ。共産支持層からも二割弱得票した。自民推薦の増田寛也氏以上に自民票を得たことが、無党派票と合わせ、他候補を突き放す要因となった。

　増田氏は公明票を七割固めたものの、自民支持層から四割しか票を得られず、他党支持層へも支持が広がらなかった。

　鳥越俊太郎氏は推薦を得た四党のうち、共産支持層こそ七割弱を固めたが、社民はほぼ六割、民進、生活の支持層はいずれも五割程度しか固め切れなかった。

　野党勢力の分散を避けるため、告示直前に立候補を断念した宇都宮健児氏に前回投票した人は鳥越氏に半数しか投票せず、三割弱が小池氏に流れた。増田氏に投票した人は一割程度だった。

	政策と投票先
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◆「貧困対策」鳥越氏へ４割

　当選後に最優先で取り組んでほしい政策を八項目挙げて聞くと「景気・雇用」を選んだ人が最多で、「医療・介護」「教育・子育て」「行財政改革」の順。各項目を重視する人ごとの投票先をみると、七項目で小池氏がトップだった。

　唯一、「貧困対策」を重視した人々は、四割以上が鳥越氏へ投票し、小池氏には三割弱だった。増田氏には「東京五輪・パラリンピックの準備」を重視した人の三割強が投票した。

　投票の際に最も重視した事柄を尋ねると、「政策」「人柄」「政治経験」が多かった。都知事が二代続いて失脚した要因である「お金に対するクリーンさ」を重視した人も一割弱いて、その４５・５％が小池氏に投票し、鳥越氏へ３２・４％、増田氏には１６・７％にとどまった。増田氏には「行政経験」、鳥越氏には「支援する政党や団体」を重視して投票した人が多かった。
